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主キーのおさらい

⼀意性
同じモデルで、主キーの値はすべて⼀意（ユニーク）となります。
値の重複は認められません。

必須
主キーの値を未設定（nullとも呼びます）とすることは認められま
せん。

変更不可
主キーの値は設定後に変更することができません。つまり更新画⾯
で主キーの値は常に読み込み専⽤（または隠し項⽬）と扱います。



主キーの
重要性

主キーの項⽬は「⼀意であ
り、必須であり、最初に決
めた値から変更されること
がない」ことが（アプリ
ケーション全体で）保証さ
れる。
この保証、という点がポイ
ント。主キーは絶対に重複
しませんし、絶対に値を
もっていますし、絶対に変
更されることはない。



複合キー

どの項⽬を主キーにする
かという着想だけで、複
雑なモデル群の関係性を
整理することができる。



複合キーの
設定



複合キーのモデル
を参照する [1]
参照先モデル「商品」が複合キーか
どうかを意識せず、関連づけを⾏う
ことができます。



複合キーのモデルを
参照する [2]

参照先モデルが複合キーかどうかを気にす
ることなく、利⽤することができる。



主キーにモデル参照項⽬を含める

モデルAの型が⽂字列型の場合、モデルBの主キーの型もまた⽂字列型となります。モデルBの主キーの値は、
モデルAの主キーの値と同じになります。



新機能：項⽬マッピング [1]



新機能：項⽬マッピング [2]

モデルBにおける「モデルA主キー⼊⼒⽤」を⽤意します。これ⾃体は主キーではありません。

⼊⼒専⽤項⽬なのでデータベース保存も⾏いません。



新機能：項⽬
マッピング [3]
この「モデルA主キー⼊⼒
⽤」項⽬は「⾃モデル内項⽬
へのマッピング」で主キー項
⽬と紐付ける。

この項⽬への⼊出⼒はすべて
マッピングされた項⽬（ここ
では「モデルA主キー」）に
対する操作に変わる。



動作例 [1]



動作例 [2]
「モデルA主キー⼊⼒⽤」項⽬に指定した主キー
の値は、マッピング設定によって⾃動的に「モ
デルA主キー」項⽬に反映される。

今回の設定では、この値がモデルB⾃⾝の主キー
にもなっている。
つまりモデルAとモデルBは1:1の関係。



ここまでの整理

※ 主キー項⽬（「モデルA主キー」）は通常、必須項⽬となる。ただし今回の設定を⾏った場合は⾃動的に必須⼊⼒チェックは解
除される。その代わり「モデルA主キー⼊⼒⽤」項⽬を必須とすること。

項⽬ 主
キー

⼊⼒時
隠し

必須 備考

モデルA主キー ○ ○
モデルA主キー
⼊⼒⽤

○ ⼊⼒値は「モデルA主
キー」にマッピングさ
れている。



検索条件の
設定



複合キーの場合 [1]



複合キーの場合 [2]
「モデルAを参照する項⽬」は「⾃モデ
ル内項⽬へのマッピング」で主キー項⽬
と紐付ける。

この項⽬への⼊出⼒はすべてマッピング
された項⽬に対する操作に変わる。

この項⽬は主キーではない、とする。

⼊⼒専⽤項⽬であるため、データベース
への保存も不要。



応⽤例親-⼦-孫の関係
孫モデルCは、モデルAの主キー値がとりうる値の範囲（定義域）とモデルBの主キー値
がとりうる値の範囲（定義域）、そして連番（順序値）の組み合わせとなる。



孫モデルCの定義 [1]



孫モデルCの定義 [2]
「モデルB主キー⼊⼒⽤」の設定。
「⾃モデル内項⽬へのマッピング」で主
キー項⽬と紐付ける。

この項⽬への⼊出⼒はすべてマッピング
された項⽬に対する操作に変わる。



孫モデルCの登録 [1]



孫モデルCの登録 [2]



応⽤ 親選択、⼦の絞り込み選択 [1]



応⽤ 親選択、⼦の絞り込み選択 [2]



応⽤ 親選択、⼦の絞り込み選択 [3]



動作例 [1]



動作例 [2]



まとめ

この設定はクラウド版 Wagby で利⽤できます。

• これまではスクリプトを使って同じことができました。
• R9.2 からスクリプトを書く⼿間を省くことができます。

Wagby EE R9.2 にも含まれます。


